
解析・分析手法の
検討および確立

高度化・精緻化された要素モデ
ルの構築

データ提供

BC・エアロゾル粒径分布系統的観測

データ提供

主要成分濃度と同位体分布観測・解析 濃度と同位体分布予測精度向上

放出源と吸収源調査

経年変化抽出 変動要因把握 季節変動把握

過去 30 年以上の陸域分布推定開始
気候応答調査 北半球高緯度域の放出源と吸収源

分布と変化を推定

氷床氷量変動メカニズム解明

過去50～100年の南北両極のCH4濃度比較

ブラックカーボンBC・エアロゾル
の雲への影響調査

中高緯度の輸送経路の解明 エアロゾル・雲の放射強制力と
フィードバック効果

夏季の海氷予測と
予報システムに基
づく航路の可能性
推定

変動推定融雪・アルべド
変化特性の検討

観
測―

モ
デ
ル
共
同
体
制
構
築

情報交換

データ提供

高解像度短期海氷予報モ
デル試験運用、問題点検討

北極海への適応

北極海モデルの改良点抽出 低解像度モデル 構築

高解像度モデルの開発着手

航行支援システム・プロトタイプ開発
北西航路(NWP)実データ取得と解析
氷種の区別手法の開発

NWP 実験観測方法の確立と
NSR 実験観測の最適化検討
着氷成長実験

海氷・海洋循環季節変動と要因把握

航行支援システムの基本方針決定
北極航路開通状況の分析
船体着氷動向調査研究

航行支援システム仕様の決定
海氷予報を GIS に取り込み安全性検討
海氷飛沫理解と着氷モデル提案
経済性評価・輸送システム総合評価

航路全体でのリスクアナリシス
実船搭乗情報による検証
利用可能性の評価

低解像度モデル/中～深層海洋構造再現

高解像度モデル/上～中層海洋構造再現

高度化と改良 高解像度短期海氷予報システム完成
（数日から10日スケール）

低解像度長期海氷予測システム完成
（数10年スケール）

海氷生産過程理解

検証・改良

検証

北極海の海氷データ
境界条件データの収集・整備 海氷変動メカニズムの解明

精緻な
海氷・海洋メカニズムモデル完成

低解像度長期海氷予測システ
ムの開発準備

低解像度モデル 検証

   高解像度モデルの構築

海氷下の海洋構造の把握

プロトタイプ構築 高度化と改良

冷夏・豪雨・寒波・ 豪雪をもたらす因子特定

陸面 ・ 雪氷変動遠隔
応答解析手法確立

陸面 ・ 雪氷変動の遠隔応答プロセス解明

日本周辺の気象の詳細な把握

北極の大気循環の効果と役割が
日本周辺の気象・気候に及ぼす
影響を数値で表す

北極海植物プランクトン動態評価海氷海洋物理モデルに低次
海洋生態系モデルを結合

環境診断（海氷融解期）
－みらい航海・砕氷船・係留系

北極海過去データ解析 プロセスの解明（海氷状況と気象状況比較） 環境影響評価

北極海動物プランクトンの動態評価
北極海動物プランクトンの太平洋種/
北極海種優占見積と将来予測実験

魚類分布や動態解明と高次捕食者の移動軌跡 ・ 採食行動把握

海氷減少による物理・化学環境変
化と優占種変化・生態系変動の将
来予測提案

北極圏大気の変動状況解明 海氷変動の中緯度大気への応答実験

北極温暖化増幅メカニズムを
総合的に評価

改良方針検討

今後100年間の氷床変動予測

水・熱・温室効果気体フラックス、植生パラメータの時空間変動観測

衛星データ（1980−2011） 30年分利用の積雪乾湿分布の長期変動解析

過去10年～数100年の涵養量、表面質量収支、温度変動把握

現在気候、変動特性、長期変化等の
再現性評価およびバイアス要因分析

ｰおしょろ丸航海・砕氷船・係留系

シベリア～アラスカ複数地点降雪
粒径連続観測

北極域の水循環把握

変動メカニズム調査 海水準上昇の変動
を定量化

カービング量、表面質量収支の涵養と消耗測定

連続測定

シベリア内陸部、アラスカ内陸部・
海岸の氷河・氷帽変動監視開始

雪氷不純物の起源特定

日本北極域雪氷変動監視網への組み込み 降水分布と融解量の推定

雲物理量と放射効果推定

陸域観測網検討
スーパーサイト7地点、植生調査・移動観測等6地点、多点地温観測130地点

永久凍土・植生分布・LAI等・
水・温室効果ガス変動の把握

北極域の昇温に対す
る大気・海洋・雪氷・陸
面の過程を体系的・継
続的に把握

全球気候モデルに植
生・凍土・雪氷・アルベ
ード・氷河・エアロゾル
の変動を反映した精
緻な予測

北極圏における海氷
・積雪・循環場などの
環境変動が日本周辺
の気象に与える影響
を評価

北極の環境変動に伴
う食物連鎖変動シナリ
オを提案

航行支援システムの
実用化により航路利
用の安全性評価

全球的気候変動にお
ける北極海氷海洋シ
ステムの役割理解の
増進

北極気候システムに
おける大気循環の包
括的役割を理解する

不純物によるアイスア
ルべドへの影響を解明

温室効果気体の循環
と変動の実態をつか
み、全球規模で考察

積雪の変容と影響を解析し、
積雪の役割把握

降雪計設置

熱・水・炭素循環にお
ける地域差を評価

大気場の応答評価

環北極多地地点観測網の構築  ユーラシア大陸東部〜中部の世界的観測空白域の観測強化とデータの連続取得

感度実験等による
問題点の抽出

ポイント指摘

感度実験等による新モデルの
振る舞い把握、再現性評価

航行支援システム

海氷予測と
予報システム

海氷・海洋モデル

太平洋側北極海
海氷・海洋観測

生態系調査

日本周辺の気象
への影響

太平洋側北極海
海洋物理・化学
調査

陸域・凍土･植生・ 海氷等の要素モデルの
開発・改良

北極域データアーカイブ(観測データ等の蓄積・利用・公開）

環北極陸域観測

モデル開発・
改良

・陸域生態系

・積雪/降雪

・エアロゾルと
　雲の放射

・温室効果気体

・グリーンランド
氷床

・氷河/氷帽

－砕氷船・係留系

モデル再現性
評価

フィードバック解析、長期変化の要因分析
メカニズム解明

④

北
極
海
航
路
の
利
用
可
能
性
に
つ
な
が

る
海
氷
分
布
の
将
来
予
測

③

北
極
域
に
お
け
る
環
境
変
動
が
日
本
周
辺
の

気
象
や
水
産
資
源
等
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価

②

全
球
の
気
候
変
動
及
び
将
来
予
測
に
お

け
る
北
極
域
の
役
割
の
解
明

①

北
極
域
に
お
け
る
温
暖
化
増
幅
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明

【
北
極
域
の
役
割
と
増
幅
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
全
球
へ
の
影
響
解
明
】

【
日
本
周
辺
の
気
象
や
水
産
資
源
等
へ
の
影
響
】

【
北
極
航
路
と
海
氷
予
測
】

H23 H24 H25 H26 H27 期待できる科学的成果 社会的な貢献

国際北極航路への貢献

急変する北極気候システム及びその全球的な影響の総合的解明　ロードマップ
達成目標

海運・造船業の成長性

・北極航路の海氷予報

・国際海上物流の効率化

・貨物輸送ハブ港として日

　本の役割への期待

・日本が持つ耐氷/砕氷船

　舶技術力の活性化

・水産資源分布変動予測

・長期予測に基づく水産資

　源の国際管理

持続可能な水産業

・長期温暖化予測に基づ

　くエネルギー戦略構築

・電力需要予測への貢献

エネルギー予測

・気象災害予報精度向上

・食糧や水のリスク提言に

　向けた方策の進展

・気候変動緩和政策/将来

　予測技術の発展

国民生活の安全・安心

社会生活への貢献

国際的研究への貢献

・IPCCなどへの成果提供

・国際的環境監視ネットワ

　ーク参加

・データの国際的利活用

・高精度の温暖化予測モ

　デル

・環北極域環境データの

　体系的提供

環境変化の予測

主要テーマ
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NGRIP
NEEM

スルグト

ヤクーツク

ノボシビルスク

落石利尻島

東京

チャーチル

ニーオルスン

パリ

タワー観測（温室効果気体定点観測）

小型航空機観測拠点（大気試料採取）

地上観測基地（温室効果気体連続測定）

氷床掘削・フィルンエア採取・積雪調査

GRENE 北極気候変動研究事業
観測地点地図 ( 候補地含む）

スーパーサイト（植生、積雪、凍土、温室効果気体等）

移動型集中観測地点（凍土監視）

自動広域観測地点（凍土監視）

現在の北極気候変動研究では積雪や凍
土、土壌と植生の変化、熱や水の循環、
温室効果気体の変化、海氷減少の実態
などの観測に偏りがあります。
　GRENE 北極気候変動事業では、今
まで観測データがなかった地域での観
測や同一手法による複数年に渡る継続
的な観測等を行います。
　北極域に国土を持たない日本だから
こそできる広域多目的観測。陸・海・
空の様々な場面が研究対象となり、国
際的にも注目を浴びています。

【凡例】

砕氷船
係留系

み
ら
い・お

し
ょ
ろ
丸
航
海

定
期
便
航
空
機
大
気
採
取

フォートスミス

チョクルダティクシ

ケボ

ハンジャ

ウスチマヤ

スパスカヤパッド
トゥラ

イガルカ

ニュルパ
ズイリャンカチェルノフスキー

レゾリュート

コツビュー

オーブロヤベイ

ポーカーフラット

イヌビック

準スーパーサイト（同上）

白点線　広域積雪観測トランセクト

6



（代表機関）

国立極地研究所

北極観測センター

（GRENE北極気候変動研究事業事務局）

実施体制図

（参画機関）

海洋研究開発機構 北極気候変動研究事業運営会議

（研究課題）

研究代表者

大学・研究所・企業等
国内35機関が参加

文部科学省北極研究戦略小委員会

北極環境研究コンソーシアム事務局

研究分担者

研究協力者

研究基盤

雲レーダー

北極域データアーカイブ

外国砕氷船
外国共同研究者・研究機関

研究基盤

海洋地球研究船

「みらい」の提供

北極環境研究コンソーシアム

研究者 国際機関・計画

実施体制 
GRENE北極気候変動研究事業 
第2回北極研究戦略小委員会 

【代表機関・プロジェクトマネージャ】  
 代表機関 
  大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立極地研究所 
 参画機関 
  独立行政法人 海洋研究開発機構 
 
 プロジェクトマネージャ 
    山内 恭（国立極地研究所） 
 サブプロジェクトマネージャ 
    深澤理郎（海洋研究開発機構） 
 

【運営会議委員】 
  16名 
 

【事務】 
  国立極地研究所・北極観測センター内に設置 
  事務担当：企画チーム4名  会計チーム4名 
 

【コンソーシアム】 
  事務局２名 
 

【データアーカイブ】  
    2名 
   

【研究支援】    
  特任研究員 20名   
  特任技術専門員・技術補佐員等 8名 

（平成24年7月1日現在） 

全体概要  
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戦略研究目標と研究課題の対応
GRENE北極気候変動研究事業
第2回北極研究戦略小委員会

4つの戦略研究目標に対し、9つの研究課題(うち3つは一つの課題としてまとめる)を採択。
研究代表者7名と研究サブ課題代表者2名で構成。観測とモデルの融合、課題間連携を強めながら目標を達成していく。

8



参加研究者・機関 
GRENE北極気候変動研究事業 
第2回北極研究戦略小委員会 

モデル  35%  (127名） 

観測・解析 58% （207名） 

船舶、航行システム 7% （25名） 

【参加研究者】 
    ９つの課題に約300人の研究者（研究代表者9名、研究分担者153名、研究協力者177人*、特任研究員20名）が参加。 

   （平成24年7月1日現在）*重複者あり 

大学・高専：22校―北海道大学（低温科学研究所、地球環境科学研究院、理学院、水産科学研究院、北方生物圏フィールド科学センター）、北見工業大学（工学部）、北海道教

育大学、東海大学（生物理工学部）、東北大学（理学研究科）、宮城教育大学、筑波大学（計算科学研究センター）、千葉大学（工学研究科、理学研究科）、東京大学（大気海洋

研究所、工学系研究科、理学系研究科、新領域創成科学研究科）、東京海洋大学（海洋科学部、先端科学技術研究センター）、東京工業大学（総合理工学研究科）、東京農工大学

（工学部）、工学院大学（総合研究所）、新潟大学（自然科学系）、富山大学（理工学研究部）、名古屋大学（生命農学研究科、環境学研究科、年代測定総合研究センター）、三

重大学（生物資源学研究科）、京都大学（農学研究科）、兵庫県立大学（シミュレーション学研究科）、九州大学（応用力学研究所、理学研究院）、釧路工業高等専門学校、苫小

牧工業高等専門学校 

独立行政法人：7機関―宇宙航空研究開発機構（地球環境観測研究センター）、海洋研究開発機構（地球環境変動領域、地球シミュレーターセンター、地球内部ダイナミクス領

域、海洋・極限環境生物圏領域）、理化学研究所（計算科学研究機構）、国立環境研究所（地球環境研究センター）、防災科学技術研究所（雪氷防災研究センター）、森林総合研

究所（国際連携推進拠点・国際森林情報推進室）、産業総合研究所（環境管理技術研究部門） 

大学共同利用機関法人：1機関―総合地球環境学研究所   

国立研究機関：1機関―気象庁気象研究所（気候研究部、海洋研究部、地球化学研究部、環境・応用気象研究部、物理気象研究部、海洋科学研究部）  

非営利団体・民間企業：4社―シップ・アンド・オーシャン財団 、北日本港湾コンサルタント（株）、（株）ウェザーニューズ 、NPO法人雪氷ネットワーク 

 

【参加機関】 
   共同研究に係る協定に基づいて国内の35機関55部署が参加。 

アメリカ―アラスカ大学フェアバンクス校国際北極圏研究センター（IARC）：陸域、積雪・氷河、海洋、大気全般）、アメリカ統一地震学研究システム：グリーンランド氷震情報、

ウッズホール海洋生物学研究所：係留系、メリーランド大学環境科学センター：海洋生態、マサチューセッツ工・ダートマス大学：生態系モデル、ワシントン大学応用物理学研究所極

域科学センター：海氷 カナダ―海洋科学研究所：係留系、沿岸警備隊：砕氷船ローリエ、ルイ・サンローラン  デンマーク及びグリーンランド―地質調査所：グリーンラン

ド氷床観測  フランス―ヴィルフランシュ海洋研究所：海洋生態  ドイツ―アルフレッド・ウェゲナー極地海洋研究所：大気航空機観測  スイス―スイス連邦工科大学：氷河

モデリング  ロシア―科学アカデミーシベリア支部・永久凍土研究所：東シベリア凍土観測、科学アカデミーシベリア支部・スカチェフ森林研究所：中央シベリア生態系、科学ア

カデミー寒冷圏生物学研究所：東シベリア生態系  韓国―極地研究所：砕氷船アラオン 

【主な国際協力機関】  
  下記の機関と協力関係を密に観測や研究を進めるとともに、各種の国際シンポジウムなどにも積極的に参加していく。 
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